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 つちくらげ病の被害拡大防止法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      （担当 森林資源部 主任専門研究員: 小岩俊行） 

１．背景と目的 
つちくらげ病は、焚き火や山火事を誘因とし

て発生し、病原菌が根を侵してマツ類を枯死さ

せる土壌病害のひとつである。 
本病の防除については、「防除帯法」による

被害拡大防止法が明らかになっているが、この

方法の被害林への適用事例があまり多くない

ため、処理に関する情報の蓄積が必要と考えら

れた。 
そこで今回、県内で本病の発生がみられたの

で、追試験を行い、防除処理に際しての情報収

集と防除効果の検証を試みた。 
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２．方法 
（１）防除法 

1999 年４月から、被害部分を中心に「防除

帯法」による被害拡大防止処理を行った。「防

除帯法」は、防除薬剤帯と防除溝（病原菌阻止

溝）から成る防除帯を設置し、被害の拡大を阻

止する方法である（詳細は図に示す）。 

３．結果と考察 
処理後、被害木は防除帯の外側にはみられな

かった。また、生枝トラップなどによる本病菌

分布調査結果でも、病原菌は防除帯に到達した

が、防除帯の外側（未被害区域）には拡大しな

かった。 
これらのことから、防除帯による被害拡大の

防止効果が実証された。 

（２）効果調査 
 処理後の 1999 年６月から 2000 年 11 月まで、

被害木の発生状況と病原菌の生息範囲を調査す

ることにより判断した。 
 病原菌の生息範囲の調査には、生枝トラップ 

（長さ約 50cm、直径約３cm のアカマツ生枝

に防虫処理したもの）を用いて、土壌中の病原菌

を捕捉する方法で行った。 
 

 
つちくらげ病被害木（左）とその根元に発生した病

原菌（きのこ：矢印）（右） 

 
 

つちくらげ病被害拡大防止帯の概略図 

～被害木の発生状況、生枝トラップ（１ヶ

月間），病原菌子実体の形成有無の確認

防除効果の確認３．

（２）防除薬剤帯の処理

（１）防除溝の設置

防除帯の設置

～溝掘り、根の切取り、ビニールシートの

設置、防除薬剤の散布と混和、埋め戻し

～落葉層の除去、防除薬剤の散布と混和

～５，６月頃，病原菌の生息範囲の

外側（未被害地）５ｍの位置に設置

２．

つちくらげ病菌の
生息範囲の確認

～４月頃，生枝トラップを枯死木

を中心に放射状，１ｍ間隔で設

置，１ヶ月後の捕捉状況を調査

１．

 
つちくらげ病被害拡大防止帯の設置手順 

 
生枝トラップ（左,矢印は病原菌の捕捉あり）と防除

溝の設置状況（右） 


